
會作

方国
親ロ

學縣

官地

仲

子

二l
i

o

-

l

-

i

o
 

]

-

i

三

I：ここ‘’
資山揚揚

1源口詞
愛縣江

護敦
江生

． を活
展員に

覧創馬p

し

日

塁

汽

紐

株

式

る

…

…

會

社

船

長

田

崎

銃

後

萬

葉

集

防

人

の

の

つ

マ）

め
・
・
・
・
・
・
文
部
吹
官

東
京
帝
國
大
學

歌
・
・
・
・
・
・
威
授
文
學
博
士

久伊

松東i

潜延

涼ー吉
: : : 

i : : 
七六五
二三七

,_~  ^’^~-~ • ・ ~三｀ ~ー一• -J 

の 國闊物事戊

榮民す資愛申
養経 下
滸るの國詔

'っ通消民書
のを

庫牒費覺奉

のfこの節悟＝E
料る を瞑
理食解約思し

法品説にふ：て

師奈 務支 調商

:: :: 埜忌
校子 務普 局臨

欧高 課通 疇
授等 長學 長姿

波岩竹‘
多松内
腰
ャ五可
ス良吉
i i. : 
五因こ
ー五九

戊

申

詔

書

を

奉

讀

し

て

．．．． 
…
・
・
大
裁
政
務
吹
官

圃

民

貯

蓄

の

必

要

を

思

ふ

ー

◇

貯

蓄

と

節

約

◇

ー

（
明
治
天
皇
御
臨
二
首

巻

頭..
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 ―
 

戊

申

詔

書

奉

戴

満

三

十

年

記

念

闘

霜

9
六

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
鱗

．．．．．．．．．．．．．． 
鱗

．．．．．．．．．．． 
疇

戊
申
詔
書
の
聖
訓
を
仰
ぎ
奉
り
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
文
部
大
臣
男
爵
荒
木
貞
夫
・
…
・
・
・
・
ニ

戊

申

詔

書

漠

登

三

十

周

年

曲

1

{
.. 9

・
・
・
・
・
数
學
局
長
官
菊
池
豊
三
郎
・
・
・
・
・
・
・
・
五

ー

◇

我
が
國
髄
マ
）

國
證
と
日
本
精
誹
◇
—
ー

日
本
精
紳
・
・
・
・
・
・
・
・
・
文
學
博
士
河
野
省
三
・
・
・
・
・
・
…
六

目

昭
憲
皇
太
后
御
歌
一
首
）

◇

ー

ー

◇

経

涜

と

財

政

現

代

の

続

清

思

想

芦

疇

認

繹

堀

経

夫

・

；

・

一

五

戦

季

マ

）

財

政

続

清

・

…

…

・

・

…

・

:

．．．．．．．．．．．．． 

青
木
得
三
・
・
・
・
・
ニ
ー

大

陸

政

策

の

属

義

と

日

滴

支

ブ

ロ

ッ

ク

経

滸

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
…
：
．
栗
本
勇
之
助
・
・
・
・
・
ニ
七

隆
・
・
・
・
・
・
色

-
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 .
 

「
公
民
籾
糊
豊
翌
如
記
艇
方
[

l
口
こ
畔
岬

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

瀬
戸
日
藤
吉
・
ー
●
―
,
0
六

吹

奏

楽

の

教

育

ー

4

ー

◇

統

計

◇

|

|

宗

教

に

闊

す

る

信

徒

敷

調

g

....... …

…

…

…

・

・

・

・

文

部

省

宗

教

局

：

―

1

0

昭

和

十

一

年

度

文

部

統

計

摘

要

因

・

・

文

部

大

臣

官

房

文

書

課

―

二

五

一
塁
（
地
方
塁
塁
籍
職
員
中
山
形
縣
ノ
分
改
正
）

調
令
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
文
部
省
訓
令
第
ニ
ト

十
九
銃
（
骨
嚢
入
警
者
検
定
規
程
二
依
9

東
海
夜
間
中
學
卒
業
者
ラ
指

嘉
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
文
部
省
告
示
第
l

＝ー百

1
塁
言
一
十
一
統
（
巖
喪
所
有
者
褒
更
）

定

）

ー

塁
l
=
l

百
二
十
銚
（
同
上
仙
蛋
夜
間
女
學
校
同
上
）

…
…
…
…
…
…
 ............. 
,••…………… 

1
塁

言

l

十
二
綿
（
岩
國
商
工
學
校
名
稽
褒
更
認
可
）

．．．．．．．． 

................. 9
 
................. .
 

通
牒
：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
文
部
大
臣
學
校
放
送
要
領
ノ
趣
旨
徹
底
方
ー
ー
鯛
＾
ル
件
・
・
・
・
・
・
・
；
．．． 

一
十
一
日
至
同
＝
平
日
公
表
ノ
分
等
）

．．．．．．．．．．．．．．．． 

喜
及
癖
令
（
自
昭
和
十

1
9包
．

：
 ．．．．．．．．． 
…
…
…
 ．．．．．．．． 

1
1欝
師

瞬

託

泣

解

翠

ー

馨

塁

ー

笠

靡

塁

塁

畠
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
表
彰
（
西
村
塾
璽
裔
言
長
）

ー
検
定
数
科
用
岡
帯
ー
ー
図
喜
蔑
|
|

贅

覧

本

試

験

日

時

制

等

レ

コ

ー

ド

推

薦

ー

ー

東

京

科

學

博

物

館

開

館

日

喜

ー

同

認

定

ー

畠

羹

ー

喜

擬

塁

ー

曹

洞

宗

務

院

職

制

中

改

正

ー

ー

淫

土

宗

西

山

稗

林

寺

派

寺

務

塁

塁

塁

塁

中

．．．．．．．．．．．．．． 
；
 ．．．．．．．．．．．．．．． 
…
…
・
-
三
七

雙
任
ー
ー
退
駿

1

死
去
：
．．．． ;……• 

-
=
I
O
 

次

文

部

時

報

第

六

百

三

十

四

競

太
田
正
孝
・
・
・
・
・
・
三
凶



等
の
履
む
べ
き
道
で
あ
る
事
を
悟
る
に
相
違
な
い
。
法
を
軽
ん
す
る
の

徒
は
、
多
く
法
文
の
字
句
の
末
に
拘
泥
し
て
法
の
不
備
を
懃
へ
て
居
る

の
で
あ
る
が
、
我
々
は
常
に
法
を
道
徳
に
鯨
一
し
て
、
そ
こ
に
法
の
＝
県

精
紳
を
見
出
す
の
が
大
御
心
に
副
ひ
奉
る
所
以
で
あ
る
と
確
信
し
て
居

わ
が
國
の
學
校
教
育
に
於
け
る
昔
業
は
、
そ
の
大
部
分
が
唱
歌
で
あ

つ
て
、
こ
れ
は
わ
が
國
に
於
け
る
数
育
昔
業
の
創
始
者
と
も
云
ふ
べ
き

伊
澤
修
二
氏
が
、
明
治
士
二
年
に
米
國
留
學
よ
り
蹄
朝
し
て
、
「
小
學
唱

歌
集
」
を
著
し
、
そ
の
後
小
學
校
数
授
科
目
中
に
「
唱
歌
」
が
採
り
入
れ

ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
、
以
来
今
日
に
至
る
迄
，
そ
の
内
容
に
於
て
は

稲
々
の
髪
蓬
進
歩
を
見
る
と
雖
も
、
常
に
敬
育
苦
業
は
専
ら
墜
業
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

人
間
の
喜
怒
哀
業
の
表
現
が
撃
を
以
つ
て
さ
れ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、

文
明
人
も
未
開
野
蟹
人
も
同
じ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
學
校
敦
育
と
し
て
の
苦
業
は
、
小
學
校
の
教
則
に
あ

る
如
く
「
唱
歌
ハ
平
易
ナ
J
V
歌
曲
ヲ
唱
フ
少
コ
ト
ヲ
得
シ
メ
、
兼
テ
美

所
謂
魏
襄
的
劣
等
た
る
昔
業
を
業
し
み
た
が
ら
，
而
も
そ
の
思
想
品

性
を
向
上
さ
せ
る
と
い
ふ
こ
と
は
不
可
能
た
事
で
あ
る
。

今
や
わ
が
國
は
建
國
以
来
の
一
大
韓
換
期
に
常
り
，
國
民
上
下
一
致

し
て
、
こ
の
難
局
を
乗
り
切
つ
て
國
家
永
遠
の
基
礎
を
固
め
た
く
て
は

た
ら
ぬ
秋
で
あ
る
。
國
民
精
紳
の
作
興
捩
起
は
最
も
緊
要
で
あ
る
と
云

ふ
事
は
今
更
申
述
べ
る
迄
も
た
い
事
で
あ
る
。

こ
の
時
に
常
つ
て
身
を
数
育
界
に
置
く
も
の
は
勿
論
、
音
業
を
職
と

す
る
者
は
、
最
も
正
し
き
方
向
を
、
明
確
に
把
握
し
て
後
進
を
指
導
し

て
國
策
に
寄
興
す
る
と
こ
ろ
が
無
く
て
は
た
ら
た
い
の
で
あ
る
。

さ
て
わ
が
國
の
學
校
教
育
に
於
け
る
音
業
は
、
専
ら
唱
歌
、
即
ち
墜

業
に
占
め
ら
れ
て
ゐ
る
朕
態
に
あ
り
、
音
楽
上
に
於
け
る
婆
業
の
債
値
、

學
校
教
育
上
の
賓
盆
は
勿
論
こ
れ
を
認
む
る
も
の
で
あ
る
が
，
し
か
し

乍
ら
唱
歌
教
授
の
み
を
以
つ
て
學
校
苦
業
の
凡
て
た
り
と
す
る
こ
と
は

甚
だ
嘗
を
得
た
い
の
で
あ
っ
て
、
唱
歌
数
授
に
嘗
つ
て
も
、
例
へ
ば
小
學

校
の
高
學
年
か
ら
中
等
學
校
へ
か
け
て
、
少
年
の
愛
墜
期
に
際
し
て
、
唱

歌
敦
授
に
は
甚
だ
婁
調
を
来
し
て
来
る
賀
朕
を
も
考
へ
ね
ば
た
ら
ぬ
。

む
し
ろ
今
日
の
時
代
に
於
て
學
校
に
於
け
る
園
慨
的
行
動
の
基
本
を
た

す
音
楽
と
し
て
は
、
吹
奏
業
を
推
薦
し
た
い
と
考
へ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
必
し
も
軍
業
の
畑
に
育
っ
た
筆
者
の
我
田
引
水
で
は
無
い
。

筆
者
は
教
育
の
専
門
家
で
た
い
た
め
に
、
そ
の
意
を
充
分
に
盛
し
得

吹
奏
架
の
数
育

（
瀬
戸
口
藤
吉
）

1
0
七

1
0
六

る
の
で
あ
る
。
複
雑
な
る
社
會
の
事
象
に
獨
れ
、
具
儘
的
問
題
に
就
て

質
疑
を
受
け
る
時
は
相
常
難
問
も
あ
る
に
相
違
な
い
が
、
上
述
の
如
き

｛
信
念
に
立
つ
て
行
け
ば
、
決
し
て
解
決
の
道
に
迷
ふ
事
は
な
い
。

感
ヲ
養
ヒ
、
徳
性
ノ
涵
養
―
―
資
ス
J
v
ヲ
以
テ
要
旨
ト
ス
」
と
あ
る
を

そ
の
儘
棒
讀
に
し
て
簡
輩
に
片
付
け
る
わ
け
に
ゆ
か
ぬ
こ
と
は
筆
者
の

常
に
痛
感
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

晋
業
は
専
門
的
昔
業
家
の
技
巧
的
演
奏
の
み
に
託
す
べ
き
も
の
で
は

た
く
、
全
人
類
が
、
凡
て
そ
の
趣
味
を
有
し
、
徳
性
を
涵
養
し
、
情
操

を
向
上
せ
し
め
た
く
て
は
た
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
て
，
こ
れ
は
「
平
易
ナ

少
歌
曲
ヲ
唱
フ
ル
」
位
の
こ
と
で
は
充
分
た
る
期
待
を
持
つ
こ
と
は
出

ー
来
た
い
。

｝
わ
が
國
に
洋
業
渡
来
以
来
半
批
紀
を
越
へ
た
る
今
日
、
未
だ
に
國
民

大
衆
が
日
常
親
し
ん
で
ゐ
る
苦
業
中
に
は
、
す
こ
ぶ
る
不
健
全
に
し
て

類
腹
的
た
も
の
の
齢
か
ら
ざ
る
賓
情
で
あ
る
。

吹

奏

業

の

数

育

文
部
時
報
第
六
百
＝
＝
＋
四
眺

た
い
濾
が
あ
る
で
あ
ら
う
が
＂
要
す
る
に
今
日
の
時
局
下
、
青
少
年
の

意
氣
を
た
か
め
、
士
氣
を
鼓
舞
さ
せ
、
且
つ
情
操
を
向
上
さ
せ
る
に
は

吹
奏
業
を
措
い
て
他
に
無
い
事
を
確
信
し
て
わ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
吹
奏
業
が
學
校
教
育
上
如
何
に
有
妓
適
切
で
あ
る
か

に
就
い
て
述
べ
て
見
や
う
。

第
一
に
吹
奏
業
の
演
奏
は
盲
他
の
楽
器
と
比
較
し
て
そ
の
修
得
が
比

較
的
容
易
で
あ
る
。
吹
奏
業
器
を
始
め
て
手
に
し
て
、
三
ヶ
月
も
學
べ

ば
、
と
に
か
く
一
と
通
り
の
音
は
畠
せ
る
よ
う
に
た
る
の
が
通
例
で
あ

る
。
吹
奏
楽
器
に
於
て
は
昔
が
出
せ
る
と
云
ふ
こ
と
が
主
要
た
る
演
奏

技
術
で
あ
っ
て
、
昔
が
出
る
様
に
た
れ
ば
合
奏
は
指
導
次
第
で
存
外
容

易
に
出
来
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
吹
奏
業
は
，
業
器
の
性
質
上
、
不
明

瞭
た
る
貼
が
無
く
、
終
始
一
貫
し
て
公
明
正
大
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
裳

に
青
少
年
に
好
適
で
あ
る
と
云
へ
る
だ
ろ
う
。
．

第
二
に
吹
奏
業
の
演
奏
は
男
性
的
で
あ
る
。
他
の
業
器
、
部
ち
絃
業

器
の
如
き
も
の
で
は
絶
劉
に
野
外
演
奏
は
不
可
能
で
あ
る
。
ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
一
本
は
．
よ
く
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
十
個
の
音
に
匹
敵
し
，
ト
ロ
ム
ボ

ー
ン
一
本
は
チ
ェ
ロ
と
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
と
が
束
に
た
つ
て
も
負
け
た
い

カ
弧
さ
を
示
し
得
る
。
野
外
に
於
け
る
僅
か
十
人
位
の
吹
奏
業
合
奏
と

雖
も
，
よ
く
訓
練
さ
れ
た
演
奏
は
、
そ
の
三
倍
五
倍
の
人
数
を
有
す
る

絃
業
器
に
劣
ら
た
い
妓
果
を
あ
げ
得
る
。
否
そ
れ
以
上
の
旗
鼓
堂
々
た

瀬

戸

口

藤

吉

~, 

i
,
i
.
'
-
'
 



ろ
演
奏
を
為
し
怜
よ
う
。

認
君
は
、
顎
々
泣
畏
會
に
齊
少
年
の
吹
奏
業
剛
行
進
演
奏
に
按
し
ら

っ
万
所
謂
一
般
闘
菜
苦
業
家
と
同
一
に
考
へ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

吹
奏
渠
は
そ
の
業
器
の
修
得
が
比
較
的
容
易
で
あ
り
，
且
つ
人
員
の
多

寡
に
あ
ま
り
製
肘
さ
れ
る
こ
と
少
注
く
、
そ
の
野
外
的
演
奏
の
悦
質
は

こ
れ
を
ア
マ
チ
ュ
ア
に
最
逃
の
合
奏
形
式
た
ら
し
め
る
と
云
へ
得
る
。

笙
四
吹
奏
業
は
凡
ゆ
ろ
園
骸
的
行
励
に
霊
要
を
比
務
を
果
し
得
る
こ

と
を
考
へ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
二
汀
噂
儀
武
，
そ
の
他
各
稼
の
閲
髄
行

動
に
於
て
院
剛
た
る
吹
奏
業
の
吹
奏
は
，
そ
の
遠
励
に
規
律
と
巖
憲
さ

灰
奏
架
の
数
育

文
部
時
報

と
に
軍
架
を
浪
奏
｀
す
る
も
の
で
あ

函
犀
戸
口
麒
吉
）

第
六
百
＝
＝
一
十
四
被

を
閲
す
も
の
で
あ
っ
て
忍

-
0
九

こ
の
方
面
の
官
厨
似
値
は
令

け
だ
し
量
り
知

る
こ
と
は
出
来
な
い
3

薬
校
敦
育
上
に
吹
奏
業
は
b

蓮
勤
邑
行
進
、
式

れ
た
事
が
あ
ろ
う
い
こ
の
揚
合
に
彼
等
業
員
の
紅
潮
し
た
頗
に
ら
緊
張
｛
奥
を
始
め
、
國
歌
二
衣
歌
等
の
合
唱
の
伴
奏
等
に
沿
無
聾
の
用
途
を
有

し
た
翫
に
，
批
に
も
誇
ら
し
げ
な
楡
悦
と
自
信
と
を
見
出
し
て
．
妄
念
｛
す
る
ば
か
り
で
な
く
8

學
絞
全
雷
の
狡
鼠
振
作
3

惰
操
陶
冶
に
甚
だ
役

無
く
≫
邪
心
失
せ
て
3

た
ゞ
男
性
的
音
業
の
陶
酔
境
に
の
み
ひ
た
れ
る
立
つ
の
で
あ
る
，
9

‘

.

胄
年
の
躙
励
す
る
精
帥
に
躙
礼
る
こ
と
が
出
来
た
で
あ
ら
う
。
吹
奏
業
｛
第
五
に
吹
奏
菜
器
は
他
の
業
器
に
比
較
し
て
羞
か
に
堅
牢
で
あ
る
。

こ

そ

は

男

性

的

苦

業

の

具

現

巴

あ

る

。

｝

で

あ

る

が

故

に

睛

入

後

の

損

傷

修

理

等

も

嬰

＜

，

併

せ

て

絃

業

器

の

第
三
に
，
ア
マ
チ
ュ
ア
の
昔
業
と
し
て
は
吹
奏
架
が
最
ょ
適
切
で
あ
一
如
く
消
耗
品
た
る
附
島
品
を
嬰
し
た
い
か
ら
、
経
養
的
に
負
婚
が
少
な

菱
わ
か
國
に
於
て
腔
詞
軍
の
充
賃
し
た
軍
饂
寄
隊
は
二
言
的
の
吹
奏
い
と
去
ふ
事
が
出
来
る
。

槃
関
で
あ
る
が
．
こ
れ
ら
の
軍
業
隊
と
雖
も
：
そ
の
構
成
業
員
は
一
般
｛
以
上
の
諸
胴
か
ら
考
察
す
る
に
，
睾
校
に
於
け
る
音
槃
L
J
し
て
は
吹

の
志
願
胚
丁
か
ら
遮
ぴ
、
こ
紅
を
誉
成
し
た
も
の
で
、
外
尉
等
に
見
ら
～
奏
槃
は
洵
に
追
宮
な
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

る
ょ
如
き
戚
業
昔
業
家
を
入
踪
さ
音
た
も
の
で
は
錮
ぶ
。
彼
等
は
帝
國
～
吹
奏
業
の
吹
奏
賢
大
愕
十
五
歳
位
か
ら
を
適
嘗
と
す
る
の
で
あ
る

か
ら
，
高
等
小
撃
杖
，
中
等
睾
校
に
於
て
採
用
す
べ
き
で
あ
る
。

軍
人
と
し
て
の
規
律
と
、

現
今
応
四
国
の
學
紋
音
業
の
寅
情
を
見
る
に
，
小
翠
狡
に
於
て
唱
歌

）
を
六
年
間
敦
へ
る
け
れ
ど
も
二
貰
除
に
は
各
翠
科
中
左
程
重
き
を
置
か

れ
て
ゐ
な
い
傾
同
か
あ
己
兒
霊
は
讀
譜
力
は
勿
諭
，
平
日
業
鑑
賞
力
り

一
批
詞
力
等
忍
然
皆
旗
の
朕
態
で
卒
業
し
て
ゐ
る
。
中
等
墨
紋
に
於
て
，

｛
 

高
等
女
學
絞
で
は
一
週
『
二
時
間
の
翼
揆
を
し
て
ゐ

こ

t
L
J

｀
】

i
 

て
生
徒
に
と
つ
て
繋
い
闘
心
を
持
た
し
め
て
ゐ
な
い
妖
態
で
あ
る
r

：
中

睾
絞
に
於
て
二
三
年
の
低
墨
年
に
唱
歌
を
取
へ
て
わ
る
が
B

髪
聾
期
の

生
徒
に
と
つ
て
や
そ
の
時
間
は
む
し
ろ
苦
痛
と
さ
へ
感
ぜ
ら
れ
る
。
結
ば
し
め
て
，
威
風
棠
々
と
そ
の
合
奏
を
行
は
し
め
る
こ
と
は
、
最

局
「
苦
業
は
大
好
き
で
あ
る
門
學
絞
の
唱
歌
の
時
間
は
大
嫌
び
」
と
忍
砿
全
明
朗
に
し
て
，
員
に
わ
が
青
少
年
に
ふ
さ
は
し
い
こ
と
で
は
な

云
ふ
誡
に
不
合
理
な
こ
と
に
な
こ
J
ぬ
る
。
こ
れ
は
音
業
敦
師
の
責
任
か
ら
う
か
3

q

と
云
ふ
よ
り
も
、
唱
歌
そ
の
．
110

の
に
存
す
る
鋏
陥
で
あ
る
と
息
ふ
。
今
日
わ
が
薗
に
於
て
宣
に
敷
百
千
の
ア
マ
ヂ
ュ
ア
の
吹
奏
秦
国
が
出

入
の
註
に
は
千
完
萬
別
あ
る
こ
と
人
相
の
異
る
の
と
同
様
で
あ
っ
亨
下
J
：
立
派
注
演
奏
を
行
っ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
吹
奏
業
自
慨
の
有
ず
る

て
：
各
生
孤
の
装
し
得
る
音
域
、
音
量
等
い
ろ
／
＼
で
あ
り
：
仲
紅
は
閉
特
の
憤
値
叫
漸
く
一
般
に
認
識
さ
紅
て
末
た
結
果
に
外
な
ら
な
い

魯
藝
業
に
不
適
嘗
な

□音
痴
」
や
「
悪
聾
」
の
生
徒
も
存
在
す
る
こ
と
は
の
で
あ
る
か
，
更
に
、
い
よ
い
よ
こ
れ
が
普
及
し
て
，
ず
ぺ
て
の
學
校

営
然
で
あ
っ
て
：
こ
れ
等
各
糊
の
欣
竹
の
異
る
多
勢
の
生
徒
に
劉
し
勺
に
そ
れ
か
襲
訳
さ
れ
る
こ
と
あ
だ
か
も
獨
逸
に
於
け
る
が
如
含
時
代
の

同
一
の
数
材
を
つ
め
込
ま
笞
る
こ
と
は
3

認
識
不
足
も
甚
だ
し
い
と
云
来
る
こ
と
も
星
ず
し
も
空
想
で
は
た
い
で
あ
ろ
う
が
、
敦
育
界
、
苦
染

は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従
つ
て
岸
校
敦
育
に
於
け
る
「
噴
歌
」
り
存
在
理
由
は
界
の
摺
噂
的
地
位
に
あ
る
も
の
が
じ
よ
く
齊
少
年
の
為
に
誤
ら
ざ
る
指

誠

に

蒋

弱

な

も

の

と

云

へ

る

で

あ

ろ

う

。

噂

を

す

る

こ

と

が

希

減

さ

札

る

の

で

あ

る

。

而
し
て
今
日
の
青
少
年
男
女
は
，
智
的
方
回
に
過
酷
た
頭
脚
を
用
ひ
，
一
批
の
指
導
的
地
位
に
あ
る
人
は
、
従
恋
音
業
を
白
限
説
し
て
ゐ
た
傾

精
岬
の
疲
芳
を
生
じ
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
慰
妥
窒
音
業
や
着
一
向
が
罰
者
で
あ
る
。
こ
の
人
逹
に
と
つ
て
習
業
は
所
謂
「
蓮
藝
」
と
し
て

聾
そ
の
他
の
藝
術
に
求
め
る
の
朕
態
で
あ
る
。
そ
の
際
に
富
つ
て
音
架
考
へ
ら
紅
｀
，
琴
三
昧
線
同
様
尺
女
子
供
の
弄
す
る
音
曲
、
す
な
は
ち
、

は
訪
夜
の
光
明
に
ひ
と
し
き
喜
悦
の
野
象
で
あ
る
が
、
今
日
の
唱
歌
敦
こ
れ
を
奉
す
ろ
も
の
は
柔
弱
漠
と
も
考
へ
ら
れ
豚
で
あ
っ
た
J
こ
れ
は

授
が
、
こ
肛
ら
純
饂
な
胄
少
年
を
燐
足
せ
し
め
得
た
い
と
す
れ
ば
し
場
古
菜
わ
が
國
の
習
業
が
酒
宴
の
餘
興
的
室
内
の
遊
叡
と
し
て
用
び
ら
れ

合
に
よ
っ
て
は
レ
コ
ー
ド
に
、
ラ
ヂ
オ
に
演
奏
さ
仇
て
＼
い
や
で
も
馳
て
ゐ
た
因
襲
に
よ
る
訣
貼
で
あ
る
が
B

こ
の
概
款
す
べ
音
、
デ
カ
タ
ン

か
な
く
て
は
な
ら
ぬ
劣
角
な
流
行
歌
3

民
謡
に
親
し
む
概
會
を
奥
へ
る
苦
業
を
靡
逐
し
て
，
興
隆
日
本
に
員
の
意
氣
を
示
す
音
業
を
褻
慈
せ
し

こ
と
に
な
る
。
誡
に
遣
憶
至
極
な
事
だ
と
忍
ふ
の
で
あ
る
。
む
る
こ
と
は
急
膀
中
の
急
謗
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
れ
に
釘
し
~
こ
れ
ら
寄
少
年
に
比
較
的
演
奏
の
簡
易
な
吹
奏
業
器

1
0
八

藝羅瓢



一
目
的
＊
省
行
政
孟
躙
ス
ル
法
令
泣
ー
一
諸
般
ノ
施
設
軍
項

所
管
ノ
行
政
及
教
育
機
闘
等
ノ
聯
絡
提
携
一
一
便
ナ
ラ
シ
ム

―
二
内
容
本
時
報
登
載
事
項
ノ
大
要
左
ノ
如
シ

文

一

詔

書

勅

．

語

．

B
一

勅

令

閣

令

音

一

訓

令

告

示

時

一

訓

示

指

令

（

噸

這

ば

）

通

報

｛

法

令

解

説

質

殊

應

答

（

詞

□謬
竺

一

任

翌

陸

叙

，

叙

位

、

叙

動

表

彰

"""’-
1
一

講

演

、

講

話

、

談

話

研

究

調

査

行

一

人

事

公

告

―
-

I

一
編
纂
文
部
時
報
編
纂
ノ
為
編
纂
委
員
長
蚊
編
纂
委
員
若

t-
編
纂
委
員
長
ハ
文
書
課
長
ヲ
以
テ
之
デ
充
テ
編
纂
委
員
ハ

1
1
-
1

口
~
·

璽

・

ス

爵
一
必
要
ァ
ル
ト
キ
ハ
審
査
委
員
ノ
意
見
ヲ
求
ム
J
V
コ
ト
ア
ル

資
料
蒐
集
ノ
為
省
内
各
局
課
―
一
文
部
時
報
報
告
委
員
ヲ
置

要
｛
＼
、
文
部
時
報
報
告
委
員
ハ
各
部
局
課
ノ
理
事
官
，
島
，
瘍
託

一
必
要
―
―
應
ジ
直
轄
各
部
、
各
府
縣
其
ノ
他
ョ
リ
資
料
ヲ
求

四
後
行
本
時
報
ハ
菊
版
、
侮
競
約
六
十
四
頁
、
定
債
金
武

同
一
ノ
日
ヲ
被
行
期
日
ト
ス

（
第
六
三
四
挑
）

昭
和
十
三
年
十
月
九
、
日
印
刷
納
本

昭
和
十
三
年
十
月
十
一
日
褻
行
．

東
京
市
欝
町
厖
土
手
一
ー
一
番
町
十
一
ー
一
番
地

禁

褒

行

者

大

谷

仁

兵

衛

い
ヲ
以
テ
之
二
充
3
'

『
臼
り
[

5

叫

ム
ル
コ
ト
ヲ
得

'
,
'
9
,
_
,
’
'
,
1＼
＼

し

‘
9
(

東
京
市
京
橋
厖
銀
座
西
七
丁
目
一
番
地

拾
錢
ヲ
棚
準
ト
シ
毎
月
三
頚
行
所
帝
~
國
地
方
行
政
學
會

電
話
銀
座
六
六

0
、
六
六
て
六
六
1

1

、1
ハ
六
J
}
番

振
替
貯
金
口
座
東
京
十
l
-
l

温

~. 

ベ
シ

干
名
ヲ
置
ク

文
書
課
員
中
ョ
リ
之
ヲ
命

葛統復ー2星ミ告省法

畠 ら塁
及 考卜
報 トナ

告 ナリ

冥計書 JレX鍮令．律
モハ

ノー

般
ヽ

廣
廣
告
料
は
一
頁
五
拾
訓
、
二
分
ノ
一
頁
参
括
興

四
分
ノ
一
頁
拾
八
園
と
す

告
掲
載
頁
敷
は
壼
部
毎
に
拾
参
頁
を
超
ゆ
る
こ
と

を
得
ず

科
空
文
部
省
の
御
指
定
に
依
っ
た
も
の
で
す

ヲ
周
知
セ
シ
ム
ル
ト
共

ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

表 債 定

部

一

金

錢

一

送

料

共

一
ケ

□
竺

送

料

共

六

ヶ

月

一

金

参

闘

六

拾

．

二

送

料

共

一

ケ

年

一

金

七

測

式

拾

錢

一

送

料

共

働
臨
時
噌
刊
叉
は
噌
大
統
褻
行
の
節
は
別
に
代

金
申
受
け
ま
す

〇
御
註
文
は
穂
て
前
金
に
願
ひ
ま
す
前
金
切
れ

の
揚
合
は
送
本
い
た
し
ま
せ
ん

し』

ノ‘

拾

式り

拾
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